
シンポジウム 

「なぜ国際日本研究なのか」 
 

 日時/場所  

 2017 5.14[日] 12:30―18:30  
国際日本文化研究センター第 1共同研究室 

入場無料 
 

 主催  
「国際日本研究」コンソーシアム準備会 

 
  
「国際日本研究」コンソーシアム準備会は 2016年 7月、日本国内の 7機関によって発足しました。この準備

会参加機関の主催で「国際日本研究」の可能性・射程あるいはその限界について考える機会をもちます。 

「日本」を対象化しつつ日本研究の批判的検討を進めてきた酒井直樹氏を基調講演者に迎えるのをはじめ、文

学・宗教・歴史・美術など多様な分野で国際的視野からの日本研究の再構築とその教育への展開を進めてきた準

備会参加機関の研究者による講演と討論を行うものです。関心のある研究者のご参加をお待ちしております。 

 
基調報告 

酒井直樹（コーネル大学人文学部教授） 
「地域研究の結末／目的：理論と国際性をめぐって」 

 
第 1部 研究の場から 

友常勉（東京外国語大学大学院国際日本学研究院准教授）/ 宇野田尚哉（大阪大学大学院文学研究科准教授） 
 

第 2部 教育の場から 
鍾以江（東京大学東洋文化研究所准教授）/ 牛村圭（国際日本文化研究センター教授） 

 
第 3部 国際日本研究を巡る鼎談 

落合恵美子（京都大学大学院文学研究科教授）/ 佐藤弘夫（東北大学大学院文学研究科教授）/ 
李成市（早稲田大学文学学術院教授） 

 
お問合せ 

国際日本文化研究センター研究協力課 
 〒610-1192 京都市西京区御陵大枝山町３丁目２番地 

Tel：（075）335-2048  Fax：（075）335-2092 
         E-mail：kenkyo@nichibun.ac.jp 

URL：http://www.nichibun.ac.jp/ 
  



 
〇プログラム詳細 
総合司会：松田利彦（国際日本文化研究センター教授） 

 
■12:30  開催の挨拶 小松和彦（国際日本文化研究センター所長） 
■12:35-12:50  趣旨説明 松田利彦 
 
■12:50-13:50  基調報告 
酒井直樹（コーネル大学人文学部教授）「地域研究の結末／目的：理論と国際性をめぐって」  
コメント：荒木浩（国際日本文化研究センター教授） 

 
■14:00-15:00  第 1部 研究の場から  
司会：楠綾子（国際日本文化研究センター准教授） 

友常勉（東京外国語大学大学院国際日本学研究院准教授）「Contingentであること―批判的国際日本学は可能か」 
宇野田尚哉（大阪大学大学院文学研究科准教授）「「日本学」の 30年―1980年代と 2010年代のあいだ」 
コメント：鈴木桂子（立命館大学衣笠総合研究機構教授） 

 
■15:10-16:10  第 2部 教育の場から 
司会：榎本渉（国際日本文化研究センター准教授） 

鍾以江（東京大学東洋文化研究所准教授）「如何に英語で国際日本研究を教えるか」 
牛村圭（国際日本文化研究センター教授）「Japan Generalist の功罪」 
 コメント：美濃部仁（明治大学国際日本学部教授） 
 
■16:20-17:20 第 3部 国際日本研究を巡る鼎談 
落合恵美子（京都大学大学院文学研究科教授）/ 佐藤弘夫（東北大学大学院文学研究科教授）/ 
李成市（早稲田大学文学学術院教授） 
 司会：Markus RÜTTERMANN （国際日本文化研究センター教授） 
 
■17:30-18:30 総合討論 
 司会：磯前順一（国際日本文化研究センター教授） 
 
■18:30  閉会の挨拶 早津恵美子（東京外国語大学大学院国際日本学研究院院長・教授） 
 
＊18:50-  情報交換会 場所：国際日本文化研究センター内 レストラン赤おに 
 

〇アクセス 
[通常交通手段] 
桂坂中央行のバスにて「桂坂小学校前」、「桂坂小学校前」又は 
「花の舞公園前」下車 
●阪急桂駅西口 京都市バス「西５」、「西６」で約 30 分 
  京阪京都交通バス「20」、「20B」で約 20 分 
●JR京都駅 京阪京都交通バス 「21」、「21A」、「26」で約 45 分 
●JR桂川駅 ヤサカバス       「1」、「6」で約 30分 
●阪急洛西口駅 ヤサカバス「1」、「6」で約 20 分 


